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の画像から島の平均直径や分布も
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を統計解析した
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Fig. 1は膨潤処理前後の島
てその光学顕微鏡画像
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(処理後は孔)の面積率である.島はすべて
フイルムを貴通していた. Aが33wt%のとき海
海構造である.膨潤処理前後で変化が見られ
ないことより,島の部分がそのまま抜け落ち
てり争ことがわかや･鼻q)申径q)分布費[!_ig. _?

よ　に示したが,特徴は, ･;Il::分布が広い,老ノ平均値
古もlの組成によってほとんど変化しない.ブレ
ンド組成による空孔のサイズ制御は難しいこ
とがわかる.
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2.実験

2.1試料

昨年度と同じ[2] .
2.2　ブレンドフイルムの作製法
標準キャスト法はホリマ､一一濃度: iI)wt%,溶媒
(水)の容量: 1()mL,キ17スト容器:旦径
&1mmテフロンシャ一一一レ,キャスト温度: 60｣(l,

最終乾燥:15Otl (20分間)としている.今回
は,薄膜化のために標準法の条件を　一部を次
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2.3　走査電子顕微鏡観察
繊維学部奈倉研究室の(煤)日立製作所
S-23削)形を使用した.
2.4　光学顕微鏡ulli像解析

(__三谷商事(秩) )を使用した.

3.結果と考察

3.1標準キャスト法による(1領域の解析
昨年度標準キャスト法により作成したフィル

A (wt%)

Fig. 1. Area percentage (X) of也e domain

in total film surface as a function of A

content before (○) and after (◇) the

swelling treatment.
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3.2 I)街域の観察

p領域のフイルムは光学顕微鏡で見ると表面
は粒状物の集合体のように見えたので粒状構
造と名付けたが,一つ　一つの粒が相構造に対
応しているわけではない.それで,フイ
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Fig. 3. A scaLnning electronmicroscopIC
edge view of血e A/ち -45/55 blendfilm

afterthe swelling treatment.

3.3　別のキャスト法による(1簡域の再考
実験の項で述べたように別のフイルム作製法
を試みた.

(1)キャスト溶液量を変えた場合
Fig.-1に○印で示すように,溶液量を減らす
と当然ことながら薄いフイルムを得ることに
なるが,溶媒蒸発速度が増加して島の粗大化
が進みにくく,結果として小さな島となってい
る.

を塗布した場合
ると,溶液量をさらに少な
なるように思えたので

(1)と同じ濃度の溶液を塗布法によって溶液
量を少なくした.溶液量は得られた乾燥フイ
ルムの厚さでその量を推し量ることにした.
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まとめると,この溶液SLIを少なくして制御す
るという方法には限界があり,せいぜい10-
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〃nl程度にしか小さくすることができないと
う結論を得た.
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Fig. 4.　Average diameter of the hole of

也e A/B　- 35/65　film after. swelling

treatment was plotted agalnSt film

thickness(I). Inthefilmpreparation,(0)
differentamounts of the solution (3 - 15
mL) were castin Petri dishes, and(ロ)the

soludon was　血inly coated on a glass

plate.
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Fig. 5.　An opticalmicroscopic photo of

the　thin A/B　=　35/65　film after　the

swelling treatment.

4.結言

p領域(粒状構造)のフイルムにも内部に大きな
(～150〝nl)空孔が生じそれらが連結し合ってい
ないので措過膜として使えないことがわかった.そ
れで, (l領域(梅島構造)の｢フイルムを貫通する
タイプの孔｣を小さくすることを試みた.その結果,
キャスト溶液容し主を少なくして, 10LLm程度の孔
にまで到達できた.しかし,これ以上は小さくする
ことは困難であり,この多孔性材料の源過膜以外の
応用を検討していく必要がある.
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